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ヤ 7/ V 裂品をお買い上げいただをまして、まことにあ日び 
と5ござまず。 


■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、 7 を年ち障なく 
お使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書 
をよ<お読みください。お読みになったあとは、保証書と巧 
に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入をおず® 
かめ、販売店か！5お受け取りください。 


保証書別添付 


取巧説明書 











安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々への危害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでち見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


AA 

「ごま意ください J というま意喚起を示しまず。 

Q ®®®® 

「〜しないでください J という「禁止 J を示しまず。 

0 ® 

「必ず実行してください J という強制を示します。 


■ 「警告」と「注意」について 


L ^ TF 、 誤った取0扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「ミち意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死こする 
可能性または重傷を負ラ可 
能性が想定される」内容です。 


この表示の欄は、「傷害を負 
A 胃う可能性または物的損害が 

/'\ /エ/胃発生する可能肋‘觸定される」 
内容です。 


A 



\ 

J 

〇 

おず実行 

本機の STANDBY/ON スイッチでスタンバイ状態 
にしても、本機はまだ通電：!犬態にありまず。 

本機を完全に主電源から切り離ずためには、電源 
コードをコンセントから巧いてください。 

電池 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火がやけびの原因になりま 
ず。 


電池からもれ出た液には直接軸れない。 

液が目や□に入ったり、巧属についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談して<ださい。 

分解禁止 

分解禁止 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けな 
い。 

火がや感電の原因にな0ます。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


電源/電源〕ード 


〇 

必ず実行 


電源プラグは、見える位置で、手び届く韓囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ抜<ためです。 


を革 

m \ 


下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

|異常なにおいや音がずる。•異常に高温になる。 
プラグを 抜く •内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 


Q 


禁止 


〇 

なず実行 


電源コードを傷つけない。 

• 重いらのを上に載せない。 

•ステープルで止めない。♦加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

な線がむさ出しのまま使用すると、火がや感電の原因に 
な0ます。 

おず AC100V (已 0/60HZ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政がの電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に 
なじます。 
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設置 


水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室.台所.海唐.水辺 
• 加湿器を過度にさかせた部屋 
•雨や 雪、 水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


Q 放熱のため本機を設置ずる際には： 

• 巧やテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーべットの上には設置しない。 

禁止 • 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

(本機の周囲に左ち 10cm、 上 10cm、 背面10 cmJiU： 
のスペースを確 f 呆する。） 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因にな0ます。 


yv ディスクをセットずる際は、手をディスクトレイに 

挟まれないよラ注意ずる。 

閉めるとさに挟まれて、けびの原因になります。 

手を巧まれ 
ないよラま意 


〇 本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 
販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因にな0ます。 

がず実行 


接触禁止 


雷が鳴りはじめたら、電源プラグには邮れない。 

感電の原因にな0ます。 


使用上の注意 


Q ディスクの挿入口や、放熱用の通風孔、パネルの 
ずを間から金属や紙片など異物を入れない。 

火災や感電の原因になります。 

禁止 


本機の上には、巧瓶-植木鉢.コップ-化粧品. 
iX 1葉品•□ウ Vクなどを置かない。 

V 、 水や異物が中に入ると、火がや感電の原因になります。 
を It 接触面が経年蜜化を超こし、本機の外装を損傷する原因 

になります。 


手入れ 


« 電源プラグのゴ=やほこりは、定期のにとり除ぐ。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 

がず実行 


A 注意 


電源/電源〕ード 

プラグを巧< 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火災や感電の原因になります。 

めれ手禁止 

めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因にな0ます。 


電源プラグを巧くときは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つき、火がや感電の原因になります。 

〇 

がず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
にほこりび堆積して発熱や乂がの原因になります。 


〇 

禁止 

電源プラグを差し込んだとさ、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

電池 

〇 

がず実行 

電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)に従って、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけがの原因にな 
0ます。 


指定 L ソがの電池は使用しない。 

破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 

每 

電地と金属片をいっしよにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液われによ0、火災やけびの 
原因にな0ます。 
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每 

電池を加熱•分解したり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

おず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取りが 
ず。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 

〇 

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに 
従って廃棄ずる。 

がず実行 


設置 

を 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

S ) 

直射曰光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばな口には設置しない。 

本機の外装び変形したり内部回路に悪影響びをじて、 
火災の原因にな0ます。 

を 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
な0ます。 

〇 

おず実行 

他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
态たをるおそれび态〇ます。 

〇 

屋外アンテナエ事は販売店に依頼ずる。 

工事には、技術と経験び必要です。 

おず実行 


移動 

を 

プラグを巧く 

移動をずるとさには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因にな0ます。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 

使用上のを意 

〇 

必ず実行 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小に 
ずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因にな0ます。 



音が重んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな0ます。 

〇 

大きな音で長時間へッドホンを使用しない。 

聴覚障害の原因になります。 

禁止 



ディスクの挿入□には手を入れない。 

本機のメカニズムに手を引き込まれ、けびの原因になり 
ます。 

禁止 



ひび割れ、変お、または接着剤などで補修した 
ディスクを使用しない。 

ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散つ 
て、けびの原因にな0ます。 

A 

ま意 

環境温度が急激に変化したとさ、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正寓に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 

S) 

レーザー光源をのぞき込まない。 

レーヴー光び目に当たると、ネ見覚障害の原因になりま 
ず。 

禁止 


手入れ 

〇 

手入れをずるとさには、がず電源プラグを巧く。 

感電の原因にな0ます。 

おず実行 



薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

禁止 

が装が傷んだり、部品び溶辆することびあります。 


A 年に一度 < らいは内部の掃除を販売店に依頼ずる。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原 

_因になります。 

ま意 
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■ 音の:！:チケット I 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては大変気に 
なるをのです。隣近所への配慮を十分にし 
ましょつ。静かな夜間にはルさな音でちよ 

_ く通り、特に恆音はホや壁などを伝わりや 

すく、思わ姑ところに迷惑をかけてしまし、 
ます。適当な音量をむがけ、窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご使用になるのを一つの方法です。音楽はみんなで楽しむ 
をの、お互いにむを配り快適な生活環境を巧りましょう。 


はじめに 


準備と接続 


昼本操作 



巧用操作 国その他の情巧 
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特長 


-実用最大出力 20 W +20 W 

( IkHz 、 全高調波歪率10%、色の 
- FM 30局プリセット登録 
- iPod 再生機能 


MP 3/ WMA ディスク、音楽 CD 対応 
CD - TEXT ディスク情報表示 
USB デバイスに巧なされた MP 3/ WMA フアイ 
ルの再生 

を機能リモコン付属 


本書にごいて 


-本体と U モコンのどちらでも操作でさる場合は、リモコンでの操作を中むに記載しています。 

- U モコン中央にある丸いボタンを「センターキー」と表記しています。 

-「ごミち意」では操作-設定を行ラとをに留意すベを事項、部'-では知っておくと便利な補足情報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて作成されたものです。製品改良などの理由で実際の製品やお包箱と内容び一部異なる場合 
びございますのでご了承<ださい。 


付属品 


捆包箱を開封後、 Li (下の付属品がすべてそろっていることをご確認<ださい。 


リモコン 


FM 簡易アンテナ 


USB キャップ* 


DOCK カバー* 



USB デバイス和 iPod を使用していないとをに、 USB ポート和 iPod 端子にふたをすることがでさま 
す。 
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各部のち敬とはた 6 き 


フ□ントパネル 


が 


-© 


上面 


① ② 


⑤ 


⑥ 

@ STA な DBY /0 もボタン 

電源のスタンノ くイ/オンを切り替えます。 

( D ディスクトレイ 

ディスクをセツトします。 

③ディスプレイ 

FM 放送局和さまざまな情報を表示します。 

0会 ボタン（ディスクトレイ開閉ボタン） 

ディスクトレイを開閉します。 

感 PHONES 5贵子 

へツドホンを接続します。 

® リモコン受光窓 

U モコンの信号を受信します。 





愈め ® 盛 ® 

⑦ VOLUME つまみ 

音量を調節します D 

® inpCIt ボタン 

本機の入カソースを選択します。 

(D □ボタン（停止ボタン） 

再生を停止します （1 己ページ)。 

饭） t > の □ ボタン（再生/一時停止ボタン） 

再生を開始または一時停止します （ 1已ページ): 

⑩ USB ポート 

USB デバイスを接続します （12 ページ)。 

⑩ iPod 端子 

iPod を接続します （12 ページ)。 


はじめに 
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ディスプレイ 


SHUFFLE REPEAT 


SLEEP PRESET STEREO AUTO 

TUNED MEMORY I PLAYLISTS ARTISTS ALBUMS SONGS GENRES] 


!□□□ □□□□□ □□□□□ 

!□□□ □□□□□ □□□□□ 

!□□□ □□□□□ □□□□□ 

!□□□ □□□□□ □□□□□ 


□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 
□ □□□□ 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 


□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ ' • — 

□ □□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ V み 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ > \\cJ 

□□□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ • 一 

□ □□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 

□ □□□□ □□□□□ □□□□□ □□□□□ 




を液 




① SLE ~ EP インジケーター 

ス U —プタイマー機能使用時に点打します (14 
ページ)。 

② PRESET インジケーター 

プ U セット局を選局しているとをに点好します 
(19 ページ)。 

③ STEREO インジケーター 

電波の強い FM ステレオ放送を受信すると点なしま 
す。 

④ AUTO インジケーター 

自動選局を行っているとをに点なします （18 ペー 
ジ)。 

⑥ SHUFFLE インジケーター 

iPod 、 CD 、 USB びシャッフルモードに設定され 
ているときに点灯します。 

⑧ REPEAT インジケーター 

iPod 、 CD 、 USB び U ピートモードに設定されて 
いるとをに点好します。 

⑦ MUTE インジケーター 

消音したとをに点なします。 


⑨メインディスプレイ 

FM 放送局やさまざまな情報を表示します。 

⑨ TUNED インジケーター 

放送局を受信しているとさに点なします。 

⑩ MEMORY インジケーター 

プ U セット局を登録しているとをに点な/点滅しま 
すに〇ぺージ)。 

⑩マルチインフオメーシヨンインジケーター 

現在選択されているメニューを表示します。 （21 
ページ)。 

⑩操作インジケーター 

機能キーを使巧しているときや、メニューフラウズ 
モードで iPod メニューを操作しているとをに操作 
可能なカーソルを表示します。 （21 ページ)。 















u モコン 



入カソース 
遵巧 キー 


■ 共通の機能 



付属の1」モコンを使用して、 CD プレーヤーや 
iPod、 チューナー、 USB デバイスを操作すること 
びでをます。 

本機の入カソースを切り替える 

U モコンの入カソース選択キー（またはフロントパ 
ネルの INPUT ボタン）を押して、操作したい入力 
ソースを選択します。選択した入カソース名びフロ 
ントパネルに表示されます。 

再生中の iPod を接続すると （12 ページ)、入力 
ソースは自動的に 「iPod」 に切り替わります。 


W 下の キー 操作はずべての入カ ソースに 共通 
の操作でず。 

① ホが線送信部 

U モコン操作用の赤か線信号を送信します。 

② STANDBY/ON キー 

本機の電源のスタンバイ/オンを切り替えます。 

③ 入カソース 還 択キー 

入カソースを選択します。 

④ 機能キー 

DIMMER、TREBLE、BASS、BALANCE、 

ECO MODE を選択します （13 ぺージ)。 

⑥ 表示キー 

ディスプレイの表示内容を切り替えます （1 已ペー 
ジ)。 

⑧ MUTE (消音）キー 

消音します。再度 MUTE キーを押すか、音量 
■か (ル） /•<>))( 大）キーを押すと、消音を解除しま 
す。 

⑦ SLEEP (おやすみ）キー 

ス U —プタイマーを設定します （14 ページ）。 

⑧ 音量 ■< ，（ル）/ 1 か)（大）キー 

音量を調節します。 


はじめに 
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各部の名称とはたらき 


■ CD/USB モ ー F 


CD または USB モードで使用できる操作 



おやずみ 






< S)YAMAHA 



① 《◄ 、 ►►! キー 

再生中のトラックまたは;欠のトラックの開始位置に 
スキップします。長押しすると、早戻し/早送り 
します （1 已ページ)。 M ◄を2度押しすると前の卜 
ラックに戻ります。 


③表示 キー 

ディスプレイに表示されるディスクや USB デバイ 
スの情報を切り替えます （ 16ページ)。 


③ フォルダ ▼/▲+- 

▼ / ▲を押して、選択した MP3/WMA フォルダ 
の最初のファイルを再生します。 （1 已ページ）。 

* シャッフル再生中は使用でをません。 

④ ►» キー（再生/一時停止キ ー) 

再生を開始、または一時停止します （1 已ページ)。 

⑥ ■ キー（停止キー） 

再生を停止します （1 已ページ)。 

⑧リピート〇キ ー 

U ピート再生を設定します （1 7ページ）。 


⑦ シャッフルて: キー 

シャッフル再生を設定します （17 ページ）。 


■ FM モード 



FM モードで使用でさる操作 
① チユーニン グ《/» キー 

チユー ニング《/〉> キーを押して手動で放送局を選 
局します。長押しすると、自動で放送局を選局しま 
す。 


③プリセツト〈/> キー 

プ U セツト</ >キーを押してプ U セツトま号度 
録した放送局）を選択します （1 日ページ)。 


③ MEMORY (メモリー)キー 

プ U セツト登録を開始します。 

④ センターキー 

設定を実行します。 
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■ iPod 



iPod モー ドで使巧できる操作 

iPod 端テにセットされた iPod の操作びでをます。 
iPod の操作の詳細は 「iPod™ を使う」をご参照く 
ださい （21 ページ)。 

① 機能キー 

シンプル U モートモードとメニューブラウズモード 
を切り替えます。 

② センターキー 

選択したメニューに移ります。（曲び選択されてい 
るとをに押すと、再生び開始されます。） 

③ I ◄◄キ ー 

曲の最初に戻ります。長押しすると、早戻ししま 
す。2度押しすると前の曲にスキップします。 

④ 表示キー 

メニューブラウズモードのとさ、曲情報を表示しま 
す （16 ページ)。 

⑥ ■キー(再生/一時停止キー） 

再生を開始、または一時停止します。 

⑧ シャッフルでキー 

シャッフル再生を設定しますに2ぺージ)。 

⑦ MENU キー 

iPod の前のメニューに戻ります。 



⑧ キー 

なの曲にスキップします。長押しすると、早送りし 
よ g 〇 

⑨ ▲ / ▼キー 

▲または▼キーを押して選択メニュー内の項目を 
移動します。 

⑩ リピートロキー 

U ピート再生を設定します （22 ページ)。 


はじめに 




































■ リモコンの準備をずる 


■ リモコンを使用ずる 


U モコンには電池び巧入されています。リモコンを 
使用する前に、下の図のよラに絶縁シートを引を抜 
いて < ださい。 



絶縁シート 


U モコンを使用する前に外装保護シートをはびしてくださ 
し、。 


1」モコンで本機を操作する際は、1」モコンの赤外線 
送信部を本体の1」モコン受光窓 （3 ページ）に向け 
ます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体から己 m 
し U 内で正面から左ちに30度し U 内です。 



医' ま意 I 


- U モコンに水や飲み物などをこぼさないよラごミち意くだ 
さい。 

- U モコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃をちえたり 
しないよラごを意 < ださい。 

- U モコンを下のよラな場所に放置しないでください。 

-気温-湿度び高い場所（ヒーターの近くや風呂場など) 
-極端に気温び低い場所 
-ほこ0っぽい場所 



■ リモコンの電池を交換ずる 

U モコンの電池が消耗すると、 U モコンで本機を操作できる距離が極端に短くなります。このよラな場合、 
早めに新しい電池と交換してください。 



巧の細いピンなどで電池 
ケースを取りがしまず。 



新しい CR 20 吕己型ボタン電池 
を電池ケースに挿入します。 



電池ケースをリモコンに 
装着します。 


ご注意 I 


-電池の向さ （+/ —）を正し<をわせて挿入して<ださい。 

-使い切った電池はただちに U モコンか5取0出してください。リモコンに挿入したままにしておくと、破裂や液漏れの 
原因とな0ます。 

-電池が液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンか5取0出し、廃棄してください。その隙、肌や衣服び漏れて 
し、るバッテ U —;'夜に触れることのないよラ十分ごを意ください。リモコンにバッテリー;夜び付着している場合はをれし、 
におを取ってから新しい電池を挿入してください。 

-使い切った電池は地域の条例または取り決めにがって廃棄して<ださい。 






















スピーカーを 接続す る 


スピーカーを接続します。スピーカーに付属している取扱説明書ちご参照<ださい。 


たま意 I 

-すべてのケーブルを接続するまで、本機の電源コードは接続しないでください。 

-端子の左ち（し R) や、極性（ホ：+、黒：一）を確認して正しく接続してください。間違えて接続すると音が不自然 
になったり、低音び出なくなったりします。また、接続が不十分だと音びまったく出なくな0ます。 

-スピーカーの芯線どラしび接触したり、芯線び他の金属部に接触することのないよラごミ主意ください。本機およびス 
ピーカーを破損する原因となります。 

-スピーカーは、インピーダンスび6 0政上のものをお使いください。 



スピーカ ー L (を） 


リアハ。ネル 


準偏と接続 
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1 スピーカーケーブル先端の絶縁部（被覆）を、 
10 mm ぐ5いはげし、お線をしっかりとよじ 
ります。 


10 mm 


被覆部 




お線 


2接続ずる端テのレバーを巧しまず。 



ホ：プラス （+ ) 
黒：マイナス （一) 


3 端テの穴にスピーカーケーブルのお線を差し込 
み、指を離してレバーを戻しまず。 



■ スピーカーケー ブルについて 

スピーカーケーフルは2本のケーフルからなり、 
そのラち1本は極性を区別するために色や形状を 
変えてあ D ます。 

一ちのケーブルを本機とスピーカーの 
r + (プフス、赤)」端モへ、ちラー方のケーブルを 
r- (マイナス、黒)」端子へ接続してください。 


サブウーファーをち続する 


本機にサブウーファーを接続すると、 SUBWOOFER 
OUT 端テから音声の低域部分び出力されまず。 


拉ま意] 


' 接続する前に、本機およびサブウーファーの電源コード 
び、 AC コンセントに接続されていないことをご確認く 
ださい。 

-サブウーファーはアンプ機能内蔵のものをご使用くださ 
い。 

サブウーファーケーブル（市販品）を使用して、本 
機の SUBWOOFER OUT 端子とサブウーファーの 
INPUT 端子を接続しまず。 


一轉 

.SUB*M 曲 - 

m 



たを意 I 

スピーカーケーブルはな線部分だけを端子の巧に接続して 
ください。ケーブルの被覆部（ビニール）まで差し込むと 
音び出ないことびあ0ます。 
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アンテナを接続する 


本機で FM 放送を受信するには、 FM アンテナを本機に接続する必要びあります。本機には FM 簡易アンテ 
ナび付属していますので、通常は付属のアンテナをご使用ください。付属のアンテナでラまく受信びでさな 
い場合は、別売 D の屋外アンテナをご使用<ださい。屋外アンテナの入手ち法については、お近<の家電販 
売店や音響機器の販売店にご相談 < ださい。 


FM 簡易アンテナ 
( 付属品） 





© 

巧 nUNBAL 


© 


FM 簡易アンテナをち続する 


FM 簡易アンテナを TUNER 端テに接続しまず。 

アンテナを本機およびスピーカーケーブルか5 
離れた場所に設置しまず。 


電源コードを接続する 


すべての接続が完了したら、本機とサブウーファー（市販品）の電源コードをコンセントに接続します。 


AC コンセントへ 



ヘッドフォンを接続する 


お手持ちのへッドフォンを本機の PHONES 端テに接続します。スピーカーから音び消えます。 



準偏と接続 
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その他の機器を接続する 


USB デバイスや iPod などのオーディオ機器を本機に接続できます。なお外部機器の機能については、ご 
使用の機器に付属している取扱説明書をご参照<ださい。 


USB デバイスを接続する iPocJTM を接続する 


USB デバイスにな巧した MP 3/ WMA ファイルを 
再生するには、 USB デバイスを本機の USB 端テ 
に接続します。 USB デバイスの再生については 
1已ページをご覧ください。 



■ 本機で使用できる USB デバイス 

本機で USB デバイスにな巧された音楽ファイルを 
再生する際は、しツ下のことをご確認ください。 

- USB マスストレージクラスに対応したフラッ 
シュメモ1」、ポータブルオーデイオプレーヤーな 
どである。 

-データび FAT 1 己または FAT 32 ファイルシス 
テムで記録されている。 


险主意 1 


' お使いのデバイスによっては正甫に再生でさない場合び 
あ0ます。 

-本機と USB デバイスを接続しても音び出ないときは、 
下をお試しください。 

-本磯の電源をスタンバイにしてから再びオンにする。 
-本機の電源をスタンバイにしてか5 USB デバイスをと 
りはずし、再び接続してか5本機の電源をオンにする。 
- USB デバイスに AC アダプタが付属している場合は、 
AC アダプタを接続する。 

-上記を試してわ再生でさない場をは、 USB デバイスび 
本機に対応していない可能性びあ0ます。 

- WAVE データは本機で再生できません。 

- USB マスストレージクラスじ(がのデバイス （USB 
チャージャーや US 巳八ブ)、 PC 、 カードリーダー、外 
付け HDD などは本機に接続することびでをません。 

- USB デバイスを本機と接続して使用しているときに、 

US 巳デバイスのデータが万一消失あるいは損傷した場 
合、当社は一切責任を負いかねます。 

-すべての US 巳デバイスに対して、動作および電源の供 
給を保障するものではありません。 

-エコモード （13 ページ）をオフにすると、本機の電源 
をスタンバイにしても本機に接続した USB デバイスは 
充電されます。 

- US 目デバイスは、再生び停止してか5取りがしてください。 


本機の上面には、 iPod を直接接続でをる iPod 端テ 
が搭載されています。 iPod を端テにセツトすれば、 
iPod を本機の U モコンで操作することがでをます。 
お使いの iPod に適切な Dock アダプタ ( iPod の付 
属品、または市販品）を取り付けた状態で使用して 
<ださい。取り付けずに使用した場を、接触不良の 
原因となり、正しく動作しないことがあります。 



ご注意 


- iPod (ク U ックホイール仕様 ）、 iPod nanOs iPod 
mini、iPod touch に対応しています。 

- iPod を本機に接続しているときに、 iPod の付属品 
(ヘッドホン、 U モコン、 FM トランスミッターなど）を 
iPod に接続しないでください。 

-本機と iPod の接続び不十分なとき、音び正しく出ない 
ことびあ0ます。 

-本機と iPod の接続び正しく行われると、ディスプレイ 
に riPodJ と表示されます。本機と iPod の接続び不完 
全な場合は状態を説明するメッセージが表示されます。 
メッセージについての詳細は「故障かな？と思ったら」 
に4ぺージ）をご覧ください。 

-エコモード （13 ページ）をオフにすると、本機の電源 
をスタンバイにしても本機に接続した iPod は充電され 
ます。 

- iPod は再生び停止してから取0がしてください。 
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基本的なレシーバー操作 


入カソースとヴウンド調整を行います。 



オーディオを設定ずる 


STANDBY/ON VOLUME つまみ INPUT ボタン 
ボタン 



入カソース 
選択 キー 




音量■か（か）/ 
■<0)(大）キ— 


1 STANDBY / ON キーを巧して電源をオンにし 
まず。 

ディスプレイび点打します。 

2入カソース選択キーの一つ、またはフ□ントパ 
ネルの INPUT ボタンを巧してお好みの入力 
ソースを還択しまず。 INPUT ボタンは、巧ず 
ごとに CD 、 iPod 、 FM 、 USB と切り替わりま 
ず。 

3 選択した入カソースの機器を再生または放送局 
を選局しまず。 

ディスクの再生については1已ページ、放送局 
の選局については18ページをご覧ください。 

4 音量中（ル）/|<’))（大）キーを巧して音量を調節 
しまず。 


1 機能キーを巧して機能メニューを表示します。 

2 ▲/ ▼キーを繰り返し巧して TREBLE 、 

BASS 、 BALANCE を還び、センターキーを 
巧します。 

3 ▲/ ▼キーを繰り返し巧してオーディオを調整 
し、センターキーを巧して設定をミ夫定します。 

TREBLE : 高音のレベルを調節します。 
BASS : ほ音のレベルを調節します。 

BALANCE :左ちのスピーカーの音量バランス 
を調整します。 

ご、おこ 

ヘッドフオンを使巧しているときは、 TREBLE 、 巨 ASS 、 
BALANCE の設定は無効です。 

■ ディスプレイの明るさを変える 

ディスプレイの明るさを変えることびでをます。 

1機能キーを巧して機能メニューを表示しまず。 

2 ▲/ ▼キーを繰り返し巧して DIMMER を選び、 
センターキーを巧しまず。 

3 ▲/ ▼キーを巧して明るさを還び、センター 
キーを巧してミ夫定します。 

■ エコモードを使う 

スタンバイのとをの消費電力を少なくします。 

ECO MODE を ON にしてスタンバイ状態にする 
と、 iPod や USB デバイスの充電はでをません。 

1 機能キーを巧して機能メニューを表示します。 

2 ▲/ ▼を繰り返し巧して 、 ECO MODE を選 
び、センターキーを巧しまず。 

3 ▲/ ▼を巧して、 ON または OFF を還び、セン 
ターキーを巧してモードを切り替えまず。 


昼本操作 
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スリープタイマーを設定する 


ス U —プタイマー機能を使用すると、設定した時間が経過すると自動的に本機の電源をスタンバイにするこ 
とがでをます。お和すみのとさなどに便利です。 



SLEEP キーを巧してタイマーを設定ずる時間を選 
択しまず。 

SLEEP キーを押すたびに設定時間が！;(下のよラに 
切り替わります。 

ディスプレイに SLEEP インジケーターが点なしま 
す。 

SLEEP 30min 
SLEEP 60min 


SLEEP 90min 


SLEEP 120min 


SLEEP OFF 


-本機の電源をスタンバイに切り替えると、設定したス 
U —プタイマーは自動的に解除されます。 

-スリープタイマーび設定されているとさに SLEEP キー 
を押すと、ディスプレイに残0時間び表示されます。 


スリープタイマーを解除ずる 

SLEEP キーを繰り返し押して 「SLEEP 日 FF」 を 
選びます。 
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ディスクと USB デバイスの基本的な再生操作 


ここでは、本機で音楽 CD 、 USB デバイス、 MP 3/ WMA ファイルなどを再生する際の基本操作を説明しま 
す。ディスクの種類により使用できる機能び異なります。本機で再生び可能なディスクの種類やディスクを取 
り扱ラ際のごま意については、「ディスク / MP 3、 WMA ファイルについて」 （2 己ぺージ）をご参照ください。 



1 入カソースを CD に切り替えまず （13 ぺージ)。 


2 ディスクが入っているとをにキーを押しまず。 

音楽 CD は1曲目から再生し、 MP 3 /WMA 
ファイルはアルファベツト順に再生します。 

ご、おこ 

-フ□ントパネルの会ボタンを押すとディスクトレイび 
開をます。 

-フ□ントパネルのた✓□□ボタンを押してディスクの再生 
を開始することちでをます。 

-入カソースび CD でディスクを本機にセツトしたまま電 
源をスタンバイにした場合、電源がオンになるとディス 
クの再生が自動的に始ま0ます。 

USB デバイスの再生を開始ずる 


1 入カソースを USB デバイスに切り替えまず （13 
ページ)。 


2 USB デバイスを本機に接続しまず。 

ファイルやフォルダの数によって、読み込み時 
間び30秒を超えることびあります。 

USB デバイスにな巧された曰時順でファイル 
の再生び自動的に始まります。 


I ごま意 I 

' USB デバイスの総演奏時間は表示されません。 

■ USB デバイスびバーテイシヨン分割されている場合は、 
最初のバーテイシヨンを表示します。 


-還択したファイルにより、再生でさない場合びあります。 
-着作権保護びかけられているファイルは再生でさません。 
. 本機は4 G 日！;(下の容量のファイルを再生します。 

-入カソースび USB の状態で電源を切り、再び電源を入 
れたとさに本機に USB デバイスび接続されている場合、 
US 巳の再生び自動的に始まります。 

再生を停止ずる 


■ キーを 押します。 

再生を一時停止する 


► II キーを 押します。 

通常の再生に戻すには、ちラー度キーを押しま 
す。 

早戻し/早送りずる 


早戻しするには h ■◄キーを、早送りするには 
► M キーを長押しします。 

トラックをスキップずる 


再生中のトラックの開始位置にスキップするには、 
W キーを 押します。 

なのトラックの開始位置にスキップするには、 

►W キーを 押します。 

前のトラックの開始位置にスキップするには、 

KW キーをすばや < 2回押します。 

MP 3/ WMA ファイルのフォルダをスキップする 


フォルダ ▼/ ▲キーを押してフォルダをスキップ 
します。 

■ MP 3 および WMA ファイルについて 



本機では、 CD - R や CD - RW 、 USB デバイスに収 
録した MP 3 および WMA ファイルを、音楽 CD と 
同様に再生することびでをます。この際、上図のよ 
ラにファイルはトラックとして認識されます。 


昼本操作 
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ディスプレイの表示内容を切り替える 


ディスプレイ表示の内容を切り替えることびでさます。表示の種類は、ディスクや USB デバイスの種類に 
よって異なります。 



再生中に表示キーを繰り返し巧しまず。 

キーを押すごとに、下記の信楽 CD を再生してい 
るとを」、 「MP3/WMA ディスクまたは USB デバ 
イスを再生しているとを」のよラに、ディスプレイ 
の表示内容び切り替わ D ます。 


拉ま意] 


ディスプレイに表おされる文字は英数字のみです。漢字 
や、ひらびな、カタカナ、特殊記号は表示されません。 


■ 音楽 CD を再生しているとさ 

下記は、音楽 CD を再生中のディスプレイ表示例です。 CD-TEXT ディスクの場合は、「トラック名」、 
「アーティストを」、「アルバム名」ち表示されます。 


© トラックの演奏経過時間け刀期設定画面) 





の アルバム名 


H I burn T ] 

ALBUMS 

Ltl e 

1 

® アーテイスト名 

f 

ARTISTS 

A — , 4" 

III V A 一 V 

© トラック名 


SONGS 

!广3 C K !' 1 r . ! P 


iPod びメニューブラウズモード （22 ページ）で再生されているとさは、①②⑥⑧⑦の情報を切0替えることびでさ 
ます。 


■ MP 3/ WMA ディスクまたは USB デバイスを再生しているとき 

下記は、 CD や USB デバイスに記録した MP3 または WMA ファイルを再生しているとをのディスプレイ 
表示例です。 


①トラックの演奏経過時間 


@ファイル名 


I 片 片 


風アルバム名 


。 t |1 n H H . ■ 

し U F U i i .. じ • 


! b u m ! 11! e 


④ア-ティスト名十 


.S I ■ I 

W ド ■ T. 1 ■=■ T 


③トラック名 


I 广ピ 


I 1=1 


ク 
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繰り返し再生する 
(リピート再生） 


U ピート再生を設定し、ディスク和 US 目デバイス 
を繰り返し再生することがでをます。 



U ピート〇キー 


1 繰り返したいトラック/フオルダ/ディスクを 
再生しまず 0 


2 リピート〇キーを巧してお好みのリピート 
モードを選択しまず。 

U ピート〇キーを押すごとに、ディスプレイ 
の表示が(下のよラに切り替わります。 

音楽 CD のリピートモード 

I ~^ REPEAT ONE (現在の巧をリピート） 


REPEAT ALL (すべての巧をリピート） 


(通常の再生) 


MP 3 /WMA ディスクや USB デバイスのリピートモード 
I ~ ► REPEAT ONE (現在の曲をリピート） 


REPEAT FOLDER (フオルダ巧をリピート） 


REPEAT ALL (すべての巧をリピート） 


(通常の再生) 


リピート再生を解除ずる 

■ キーを押すか、 U ピートモードのインジケー 
ターが消口するまで U ピート〇キーを繰り返し押 
しよ9 〇 


順不同に再生する 
(シヤツフル再生） 


本機のシヤツフル再生機能を使用してトラツクを順 
不同に再生することびでをます。 

ごを意 

シャッフル再生しているときは、ディスクの総残り時間は 
表のされません。 



シャツフルで 
キ— 



シャッフルて:キーを 巧しまず。 

シャッフルで キーを押すごとに、ディスプレイの 
表示が！; I 下のよラに切り替わります。 

音楽 CD のシャッフルモード 

I ~^ SHUFFLE ALL (すべての巧をシャッフル） 

i 

(通常の再生） 


MP 3 /WMA ディスクや USB デバイスのシャッフルモード 

I ~^ SHUFFLE FOLDER 

(フオルダ内をシャッフル） 


SHUFFLE ALL (すべての巧をシャッフル) 


(通常の再生) 


シャッフル再生を解除ずる 

■キーを押すか、 SHUFFLE インジケーターが消 
灯するまでシャッフル文キーを繰り返し押します。 


基本操作 
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放送局を選局する 


自動選局と手動選局の2つのち法で選局することでをます。放送局の受信感度び良い地域にお住まいの場 
合や電波び強い放送局を受信する場合は、自動選局び早<て便利です。受信感度び良<ない地域や電波び弱 
い場合は、手動で選局することをおすすめします。また、受信した放送局を30局まで登録することびでを 
る自動/手動プ1」セツトを使ラことちでをます。 


自動選局する 


手動選局する 


早 < て便利な選局ち法です。ただし放送局の受信感 
度び良<ない地域にお住まいの場合や電波の弱い放 
送局を受信する場合、お好みの放送局び選局されな 
い場合びあ0ます。この場合はちに記載の手動選局 
をご使用ください。 



FM キー 


チ ューニング 
«/〉〉キー 



1 FM キーを 巧して、入カ ソースを 「 FM 」 に切 
り營えまず。 


2チューニング《/》キーを長巧しして、自動還 
局を開始します。 

自動選局中は、ディスプレイに AUTO インジ 
ケークーヴ占なします 

ほい周波数から高い周波数に向かって電波の強 
い放送局をサーチし、自動的に選局します。 
自動選局び終了すると AUTO インジケーター 
は消灯します。 


放送局の受信感度び良 < ない地域にお住まいの場合 
や電波の弱い放送局を受信する場合は、手動で選局 
することをおすすめします。 



FM キー 


チ ューニング 
«/» キー 


jfSTMn-M-fjfi) 

®YAMAHA 



1 FM キーを 巧して、入カ ソースを 「 FM 」 に切 
り替えます。 


2チユーニング《/》キーを繰り返し巧して、手 
動でお好みの放送局を選局しまず。 

こ、おこ 

手動選局で受信した放送局はモノラルになります。 
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放送局を自動登録する 


放送局を手動登録する 

(自動プリセット） 


(手動プリセット） 


本機には受信状態び良好な放送局を自動的に受信 
し、受信した放送局を登録することびでさるプ1」 
セット機能び備わっています。放送局を登録してお 
くと、プ1」セット選局を使用して簡単に放送局を選 
局することびでをます。放送局の受信感度びよ<な 
い地域にお住まいの場合は、ちに記載の手動プ1」 
セツトをご使用ください。 



放送局を30局まで、手動で登録することちでをま 
す。 



MEMORY キー 

▲ /▼キ- 
センターキー 


1 登録したい放送局を還択しまず。 

詳しくは「手動選局する」 （18 ページ）をご参 
照 < ださい。 


1 FM キーを巧して、入カソースを rFMJ に切り 
替えまず。 


2 MEMORY キーを2秒！•ソ上長巧ししまず。 

ディスプレイに 「AUTO PRESET」、「Push 
Center Key 」 の順に表示されます。 

キャンセルする場合は MEMORY キーを押しま 
す。 


2 MEMORY キーを巧しまず。 

手動プ U セットをキャンセルするまで、ディス 
プレイに MEMORY インジケーターと 
PRESET インジケーターび点打します。 
キャンセルする場合は MEMORY キーを押しま 
す。 


3 ▲/ ▼キーを繰り返し巧して、プリセットを号 

を選択しまず。 


3センターキーを巧ずと、自動で選局を開始しまず。 

-自動プリセットが、低い周波数から高い周波 
数へ向かって選局を開始します。 

-放送局を登録する際、自動的にプ U セットま 
号を割 D 当てます。 


4放送を受信すると選局び停止し、プリセット放 
送局として登録します。 


4 プリセット番号げ点滅している間にセンター 
キーを巧しまず。 

ディスプレイの MEMORY インジケーターび消 
灯します。 


5他の放送局を続けて登録するときは、手順1か 
6 4を繰り返しまず。 


5別の放送を受信ずるため、再び還局げ開始され 
まず。 


'自動プリセットでは、 FM 放送局を30局まで登録 
ですます。 

-同じプ U セット番号に新しい放送局を登録すると、 
前に登録されていた放送局は消去され、新しい放送 
局に入れ替わります。 
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放送局を選局する 


登録した放送局を選局する 
(プ U セット選局） 


プ1」セツトま号を選ぶだけで、登録した放送局 
(19 ページ）を選局することびでをます。 



FM キー 

プ U セツト</> 

キ- 


機能キー 


センターキー 



1 FM キーを巧して、入カソースを 「FM」 に切 
り替えまず。 


2 プリセット</>キーを巧して登録した放送局を 
選局しまず。 


■ 登録した放送局を削除ずる 


1 FM キーを巧して、入カソースを 「FM」 に切り 
替えまず。 


2機能キーを巧して、メニューを表示させ、 ▲/ 
▼ キーを巧して、 PRESET DELETE を選び 
センターキーを巧します。 


3 ▲/ ▼キーを巧して、削除したいプリセットを 

号を選び、センターキーを巧します。 
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iPodTM を再をする 


付属のリモコンでは、本機だけでなく iPod 端子にセツトされた iPod を操作することちでさます。 


jPQCjTM を使う 


本機のフロントパネル上面の iPod 端子に iPod をセツトして （1 2ページ）、 iPod の画面を見なびら操作し 
たり（シンプル U モートモード）、ディスプレイに表示されるメニューを見なびら操作したりすることびで 
をます（メニューフラウズモード)。 


た’を意 I 

- iPod (クリックホイール仕様)、 iP 日 d nano、iPod mini、iPod t 日 uch に対応してし、ます。 
- iPod の種類やソフトウエアのバージョンにより、一部の機能び使えない場合びあります。 


リモコンの機能についての詳細は、 nPod 」 をご覧ください （7 ページ)。 

ディスプレイに表示されるメッセージについては、「故障かな？と思ったら」の iPod の欄をご覧ください （24 ペー 
ジ)。 



■ MENU +- 


、/▼キ— 


■ シンプルリモートモード 

シンプル U モートモードは iPod の画面を見なびら、 
iPod 本体または付属の U モコンを使って再生の操 
作をします。 

1 iPod キーを巧して、入カソースを 「iPod」 に 
切り替えまず。 

2機能キーを巧して ▲/ ▼でディスプレイに 
「iPod MODE」 を表示させ、センターキーを巧 
しまず。 

3 ▲/ ▼を巧して 「SIMPLE REMOTE」 を還び 
まず。ディスプレイの 「SIMPLE REMOTE」 

が点滅している間にセンターキーを巧しまず。 

▲ / ▼を押して 「MENU BROWSE 」 を選び、 
メニューフラウズモードにすることちでさます 
に2ぺージ)。 

4 MENU/^/T/ センターキーを使って iPod の 
画面に表示される iPod のメニューを操作し、セ 
ンターキーを巧して選んだ巧（またはグループ） 
を再生しまず。 


巧用操作 
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iPodTM を再生する 


■ メニューブラウズモード 

メこューブラウズモードでは、ディスプレイの表示 
を見ながら iPod を操作します。 

ご注意 

ディスプレイに表示される文字は英数字のみです。漢字や、 
ひらびな、カタカナ、特殊記号は表示されません。 

iPod メニュ ー 

Pi が11ミ. t ミ.卜►プレイ I 」ストト^曲名 

t 

Hrtists ^ ア-ティストーアルバムト^曲名 

t 

01 buns i -> アルバ‘ムト ► 巧名 

X 

占 on ' お.け巧名 

t 

日 erif-’es けジャンル仁 ► アーァィストけアルバム仁 ► 巧名 
じ0円 PO ミ .9 广ミト ► 作曲音卜^アルバムト^巧ち 


3 手順 2 を繰り返してお好みの項目を選び、セン 
ターキーを巧して選んだ項目（グループまたは 
曲）を再生してください。 

ご、おこ 

メニューブラウズモードで曲またはアルバムを再生中に表 
示キーを押すと、ディスプレイに表示される再生情報（曲 
名、経過時間、アーティスト名、アルバム名）を切0誓え 
ることびでさます。 

■ 繰り返し再生ずる（リピート再生） 

1」ピート再生を設定し、 iPod を繰り返し再生する 
ことびでをます。 

リ ピート〇キーを 巧してお好みのリ ピートモー ド 
を 選択しまず。 

U ピート〇キーを押すごとに、 U ピートモードび 
し U 下の例のよラに切り替わります。正しくは、使用 
する iPod でご確認ください。 


1 メニューブラウズモードに切り替えまず。 

「MENU BROWSE MODE 」 を選ぶには、21 
ページの「シンプル U モートモード」の手順を 
参照してください。 

ディスプレイに 、 iPod メニューの一ま上の項 
目び表示されます。 


— ► 1曲 （1 曲リピート） 

すべて（還巧した項目内でを曲リピート) 

ふ 

オフ（通常の再生） 



操作インジケーター 


操作インジケーター (4 ページ）は、操作巧能な力ーソル 
キーを表示します。 


2 ▲/ ▼キーを巧してメニューを還び、センター 

キーを巧して選んだメニューに移りまず。 

選んだメニューにな存された最初の項目名び表 
示されます。 



-マルチインフォメーシヨンインジケーター （4 ページ） 
に、現在選択されている iPod メニューが表おされます。 
- iPod ；><ニューの上の階層に戻るには、 MENU キーを押 
します。 


■ 順す同に再生ずる（シャッフル再生） 

iPod の巧をシャッフル再生することがでさます。 

シャッフルて:キーを巧しまず。 

シャッフルて: キーを押すごとに、 シャッフル モー 
ドが！; I 下のよラに切り替わります。正しくは、使用 
する iPod でご確認ください。 


~►巧（選択した項目内で巧ごとに 
シャツ フル） 


アルバム（アルバムごとにシャッフル) 


オフ（通常の再生) 
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K 障かな？と思った 6 


使用中に本機び正常に作動しな<なった場合は、まず下記をご確認<ださい。下記(かで異常び認められた 
場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源コードをコンセントから抜 
いてから、お買上げ店または最畜〇のヤマ八電気音響製品サービス拠点までお問い合わせ<ださい。 


ま瓶 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源を入れてもずぐに 
切れる 

電源コードび正しく接続されていな 
い。 

電源コードを正しく接続してください。 

11 


本機び落雷や過度の静電気などが部 
からの強い電気ショックを黃けた。 

本機の電源をスタンバイにして電源コードを披 
いてください。約30秒後に電源コードをコン 
セントに再度接続し、電源をオンにしてくださ 
い。 


スピーカー か5音が出 
ない 

再生したい入カソースび正しく選ば 
れていない。 

本体の INPUT ボタンやリモコンの入カソース 
選択キーで再をしたい入カソースを正し<選ん 
で < ださい。 



スピーカーびしっかり接続されてい 
ない。 

接続を確認してください。 

9 


音量びルさい。 

音量を大さ< してください。 

— 


CD-ROM など、本磯で再生できない 
信号び入力されている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生して < だ 
さい。 

— 

片側のチヤンネルの音 
びほとんど出ない 

再生機器令スピーカーびしっかり接 
続されていない。 

接続を確認してください。接続に問題び無いと 
をはケーブルに不具合びある場合びあります。 

9 

周囲に設置しているデ 
ジタル機器や高周波機 
器から雑音び出る 

本機とデジタル機器または高周波磯 
器の位置び近すざる。 

本機をそれらの磯器から離して設置して < ださ 
い。 



放送局の受信 


を状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 



ステレオ放送になると雑 
音がをく聞さづ5い 

放送局から離れた地域で貴信して 
いるか、アンテナ入力び弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

11 


アンテナを感度の良い、を素子の屋外ア 
ンテナに変えてください。 

手動選局をして < ださい。 

18 

FM 

FM 専用アンテナを使用 
しているび、音び重むな 
ど受信感度が悪い 

マルチパス（多重反射）などの巧 
害電?皮を黃けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変え 
て < ださい。 



自動選局びできない 

放送局から離れた地域で受信して 
いるか、アンテナ入力び弱い。 

アンテナを感度の良い、を素子の屋外ア 
ンテナに変えてください。 

手動選局をして < ださい。 

18 


その他の情巧 
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jPOdTM 


ごま意 

本機のディスプレイに下記のメッセージび表示されない場合は、 iPod の接続をご確認ください (12 ページ)。 


表示 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

ム i .. J し. i i i i ;■> .-.. レム！ 

S iPod との接続を確認中です。 

_ 



iPod からの情報を取得中です。 

^ 


し. 0f ir i だミ.-. s... だ r T 'ur ■ 

iPod との通信に問題が発生してい 

本機の電源を切り、 iPod を接続しなおして< 
ださい。 

12 



iPod をセツトしなおしてくださし、。 

— 

ur in. r iuwr i .i. 广ミ...り J 

本機に対応していない種類の iPod 
び接続されています。 

本機は iPod (ク U ツクホイール )、 iPod 
nano、iPod mini、iPod touch に巧応してい 
ま 9 〇 


iPod iPod び iPod 端子に正しく接続さ - 

れました。 -- - - 


ied iPod び iPod 端モか6取り夕 I され iPod を iPod 端テに接続してください。 12 

した0 


USB 


ごを意 

下記のよラに対処してち不具合びある場合は、 USB デバイスの接続をご®語ください （1 2ページ）。 


表示 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

i'iU C *... • し iii • けゴし . i...i ミ : ミ .j 

USB デバイスび正し < 確実に接続 
されていない 

USB デバイスを接続しなおしてください。 

12 

i .i 1 ■ パ . • •■■ ル i r. h :■■■: i : で :■ j 

非対応の USB デバイスび接続され 
た 

本機に対応した USB デバイスを使用して<だ 
さい。 

12 

■ し . も . 引 ' T r L- 

本機に対応していない USB デバイ 
スを挿入したか、 US 目デバイスを 
斜めに挿入した。 

一旦 US 目デバイスを损さ、入カソースを 

US 日切外に変更した後、再び US 目に戻して 
くださし、。その後、対応している US 巨デバイ 
スをもう一度挿入してください。 

12 
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故障かな？と思ったら 


ディスクの再生 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源を入れてもずぐに 
切れる 

電源コードび正しく接続されていな 
い。 

電源コードを正しく接続してください。 

11 

音び出ない、または重 
む 

MP 3/ WMA ファイルのサンプ U ン 
グ周波数び本機に対応していない。 

サンプ1」ング周波数またはビットレートび本磯 
に対応しているか確認してください。 

26 

ディスクをセツトして 
ち再生されない 

CD - R / RW びファイナライズされて 
いない。 

CD - R / RW をファイナライズしてください。 

一 


ディスクび裏返しにセットされてい 
る。 

ディスクのレーベル面を上にしてセットしてく 
ださい。 

一 


ディスクに不具合びある。 

他のディスクを再生してください。同様の問題 
び生じない場合は、最初のディスクに不具合び 
お0ます。 



MP 3/ WMA ディスクに入っている 
トラックび少ない。 

MP 3/ WMA ディスクにかなくとも己ファイル 
切上の MP 3/ WMA ファイルび入っているか確 
認してください。ファイルび少ないとディスク 
び認識されない場合びあります。 



MP 3/ WMA ファイルのヴンプ U ン 
グ周波数び本機に対応していない。 

ヴンプ U ング周波数またはビットレートび本機 
に対応しているか確認してください。 

26 

USB デバイスに保存 
された音楽ファイルを 
再生できない 

USB デバイスび正しく接続されてい 
ない。 

USB デバイスを接続しなおしてください。 

12 

MP 3/ WMA ファイルのフォーマツ 
卜び本磯に対応していない。 

本機で対応しているファイルと交換してくださ 
い。 

26 


U モコン 


を状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

リモコンで本機を操作 
でさない 

U モコンの操作範囲外から操作しよ 
ラとしている。 

1」モコンの操作範囲については、「リモコンを 
使用する」をご参照ください。 

8 


本機の U モコン賣光窓に直射曰光や 
照明びおたっている。 

照明または本機の向さを変えて<ださい。 

— 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換して<ださい。 

8 


U モコンと本機の受光窓の間に障害 
物びおる。 

障害物を取り除いて < ださい。 

— 


その化の情巧 
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ディスク/ MP 3、 WMA ファイルについて 


■ 本機で再生できるディスク（音楽 CD ) 

本機は、コンパクトディスク（オーディオ CD ) 専 
用のプレーヤーです。本機で再生する場合、下記の 
マークび付いたディスクを必ずご使用ください。ま 
た、本機の性能を十分生かすために、信頼でをる 
ディスクをご使用ください。 


抽帽陌 

DIGITAL AUDIO 


. コンパクトディスク 
(オーディオ CD) 

市販の音楽 CD として最ちポピュ 
ラーな ディスクです。 



| g なお！ 



DIGITAL AUDIO 


[ReWritablei 


CD-R、CD-RW ディスク 

ご自分で書き込んだ CD - R 和 CD - 
RW を音楽 CD として再生でをます。 
MP 3 または WMA 形式の音声ち再生 
でさます。 

に注意」 


抽帽區 


抽帽恒 

[ReWritablei 


信頼でさるメーカーのディスクを必ずご 
使用ください。 

ディスクやケースに下記のいずれかの表 
示のあるディスクをご使用ください 
FOR CONSUMER 
FOR CONSUMER USE 
FOR MUSIC USE ONLY 
CD - R または CD - RW はフアイナライズ 
されたディスクのみ再生でさます。 


n COMPACT 

团腹陌 

DIGITAL AUDIO 


广 TEXT 1 


CD-TEXT ディスク 

アルバム名、曲名、アーティスト名な 
どの文字情報が記録されたデイスクで 
す。 


MP 3 

MPEG -1 Audio Laye 卜3の略で、音声データを圧 
縮するフオーマットの一つです。音楽 CD と同じレ 
ベルの音質を維持してデータ容量を圧縮することが 
でをます。再生巧能なフオーマットは;欠の通りで 
す。 

- MPEG -1 Audio Layers 
ビットレート* : 32-吕 20 kbps 
ヴンプ U ング周波数： 44.1/48/32 kHz 
- MPEG -2 Audio Layer 3, 2 
ビットレート* : 8-160 kbps 
ヴンプ U ング周波数： 24/22.0 己/1目 kHz 
* 可変ビットレートに対応しています。 

WMA 

Windows Media Audio の略で、 MP 3 と同様に音 
声データを圧縮するフオーマットの一つです。 

MP 3 よりち高い圧縮率で、データ容量を圧縮する 
ことがでさます。 

再生巧能なフオーマットは次の通りです。 

-バージョン： 8 

-バージョン：目（標準/巧変ビットレート対応、 
Professional and Lossless 非対化〇 


High Profile 

ビツトレート* : 32-吕2日 kbps 
ヴンプ U ング周波数： 48/44.1/32 kHz 
Mid Profile 

ビツトレート：1目- 32 kb |3 s 

ヴンプ U ング周波数： 22.0己/1目 kHz 

固定ビットレートおよび可変ビットレートに対応 

しています。 


たま意] 

-上記！;(がのディスク（変形ディス 
クも含みます。）はご使用にな 5 
ないで < ださい。 

上記し:!がのコンパクトディスクを 
本機にセットしますと、正しく演 
奏でをないばか0でなく、ディス 
クの破損や本機の故障の原因とな 
る場合があります。 

-一部の CD - RW ディスクや正しく録音されていない 
ディスクは、本機では再生できない場をがあります。 


■ MP 3 および WMA ディスクについて 

本機では CD - R 、 CD - RW 、 US 目デバイスに収録し 
た MP 3、 WMA ファイルを再生することがでさま 
す。 


た'ま意1 

- Data Disc はファイルをアルファベツト順に再生しま 
す。 

- US 目デバイスはファイルの作成曰時順に再生します。 

-本機は IS 日日巨目0フオーマツトのディスクに対応してい 
ます。 

■本機では、著作権保護された WMA ( DRM ) ファイルは 
再生でさません。 

-ファイル数の上限は;欠の通0です。 



Data Disc 

USB 

ファイルとフオル 
ダーの最大合計数* 

已]2 

9,999 

最大フォルダ数* 

2已已 

2已已 

1フオルタ内の最大 
ファイル数 

巳]] 

2巳巳 


ルートちフォルダーの一つとして数えます。 
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ディスク / MP3 、 WMA フ : 


■ 取り扱いのま意 

-でさるだけコンパクトディスクの縁を持つよラに 
して、表面に触れないよラに扱ってください。 


8センチ CD を再生ずるには 

ディスクトレイの内側のくぼみに8センチ CD を 
セットしてください。また、8センチ CD の上に 
12センチ CD を重ねて置かないでください。 



ディスクにセ□八ンテープやレンタル CD のラ 
ベルなどの糊びはみ出したり、はびしたあとびあ 
るちのはお使いにならないでください。そのまま 
プレーヤーにかけると、ディスクび取り出せなく 
なったり、故障する原因となることびあります。 
レーベル面に紙など（レーベル面用のシールち含 
みます）を貼ったり、ボールペン等、先の固いち 
ので文字を書いたりしないでください。 
折り曲げたり、強い衝撃を与えたりしないよ5ま 
意して扱ってください。 

再生び終わったディスクは必ずケースに入れてな 
管して < ださい。 

信号記録面に傷をつけないよラ、特にケースから 
の出し入れにはま意してください。 

記録面に指紋やほこりびついたとさは、柔らかな 
巧などで軽<内側中むからか側へ直角ち向に巧い 
て < ださい。 

ほこりやちれは柔らかし佈で軽く拭を取ってくだ 
さい。 


お知 S せ 

使用環境によ0異な0ますび、レンズのク I 」一ニング 
は必要ありません。誤動作の原因になるため、巿販のレ 
ンズク U - ナーは使用しないでくださし、。 



レコードスプレー、帯電防止剤、ベンジン、シン 
ナーなどで絶対に H かないでください。これらの 
化学薬品で表面び侵されることびあります。ま 
た、水で拭くことも避けてください。 

直射日光の当たる場所や、高温を湿な場所に長時 
間置くと、ディスクび変形したりして使用でをな 
くなる原因となりますので、絶巧に置かないでく 
ださい。 



その化の情巧 
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用語解説 


■ トラック 

CD は、いくつかの区切り（トラック）に分けられ 
ています。これらの区切りのま号をトラックま号と 
呼びます。 

■ WMA (Windows Media Audio ) 

Microsoft 社び開発した音声圧縮方式。人間の感じ 
取0に < い部分のデータを間引 < 非可逆圧縮ち式を 
採用しています。音楽 CD 並みの音質をなったまま 
データ量を約1/22 (64 kbps ) まで圧縮できると 
いわれています。 


オーディオ情巧 商標 


■ MP 3 ( MPEG -1 Audio Layer -3) 

MPEG で利用される音声圧縮ち式の一つ。人間の 
感じ取りに < い部分のデータを間引 < 非可を圧縮ち 
式を採用しています。音楽 CD 並みの音質を保った 
ままデータ量を約1/11に圧縮でをるといわれてい 
よ9 〇 

■ PCM (Pulse Code Modulation ) 

アナ□グ信号を圧縮せずに変調記録する方式。音楽 
CD は、 44.1 kHz /16 bit で記録されています。 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標または登録商標です。 

「 Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう 
設計され、アップルが定める性能基準を満たしてい 
るとデべ□ッパーによって認定された電テアクセヴ 
U —であることを示します。アップルは、これらの 
機器操作または、安全規制基準に関する一切の責任 
を負いません。 


秒え、子サタま再ほに 
1換い量^^すりどいと 
数' キ J いをまねまほをこ 
的に置とさ簡まみい大る 
ソ 際に数か数をで高びキ J 
る値波細^差 J び数で 
す数周の司の数数卜現 
^化をグめる量卜波ッ再 
子号さンキ J キ J 音ッ周ビく 
量 信さ U ので'ビグ化か 
\ル大プキ J 生り化ンテ細 
数 夕のンとちまテ U 量め 
巧 ジ号ヴる。ホ量プ 'キ J 
'邸デ信をすすで r ンりを 


号グ回髓い奶ジ、広割 


グ 

^信ンラ数い波ンはびの 
の声 U 行をと周レに域さ 
プ音プをさ数グク的音キ J 0 
ングン}キ J トンッ理な大す 
ヴ □ヴと大ッ U 5原能のま 
ナにこのビプナ。可音り 
■ア間る音化ンィす生どな 
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をな仕様 


■ プ レー ヤー部 

再生システム 

- CD 、 CD - R/RW 

オーディオ部性能 

- DAC . 1白吕 kHz / 吕4 bit 

■ アンプ部 

• 実用最大出力 

(1 kHz 、 全高調波歪率100/〇、 6 0)......20 W + 20 W 

• 全高調波歪率 （1 kHz ) 

CD 10 W 、 6 Q . 0.03% 

-出カレベル/インピーダンス 

PHONES (最大ボ U ューム） .0.6 V /32 0 


■ チューナー部 

FM 部 

-受信周波数範囲 .76.0 〜 90.0 MHz 

■ 感度 

FM ( S / N 30 犯) .7 db^Vm 

■ 総合 

-電源電圧/周波数 ... AC 100 V , 50/60 Hz 

-消費電力 . 2已 W 

-待機時消費電力* . 1 Wl^TF 

-が形寸法（幅 X 高さ X 奥行を） ..... 180 X 117 X 303 mm 

• 哲量 31レ呂 

* EC 0 M 日 DE び日 N の場合。 

仕様、およびが観は、製品の改良のため予苦な<変更するこ 
とびあります。 


レーザー 

タイプ 
液長 
出力 


半導体レーザー GaAs/GaAIAs 
780 nm 
10 mW 

クラス]レーヴー製品 



たま意1 

この取扱説明書に記載されている政がの調節や操作は、 
有害な放射を弓 I を起こす可能性びあります。 



その化の情巧 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ； V ホットラインサービスネットワークは、本機を末をく、安むしてご愛用いただくためのをのです。 
サービスのご依頼、お問い合わ杜ホ、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 敦品の機能や取り巧いに関するおいをわは 

■ ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様か b 寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にしてください。 

http :// www . yamaha . co . jp / audio / 

■ AV お客様ご相談センター 

(全国な通） 货 0570-01-1808 

全国どこか日でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か5は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

干 430-8650 静岡県お松市中区中ミ尺的 10-1 
受付：月〜金曜日 10:00 〜 18 :〇〇 ±曜日 10:00 〜 17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ AAV 製品の 修 ほ、ヴービスパー ツ に関するお巧い合わせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国巧通） を 2. 0570 -01 -2808 

全国どこか6でも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 4 目 0-4830 

FAX (053)463-1 127 

受付：月〜金曜日 9:00 〜 19:00 ±曜日 9:00 〜 17:30 
(日曜、ネ兄曰およびセンターの休業日を除く） 

修理お持ち込みな □ 

受付：月〜金曜日 9:00 〜 17:45 

(±曜、日曜、祝日および弊なの休業日を除く） 

化海道 〒〇目 4-8543 札幌巿中央怪南1〇条西1 T 目1 - 已〇 
ヤマ A センター巧 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圏〒 1 43-0006 東京都大田区平和島2 了目1 - 1 
京浜トラックターミナル巧14号棟 A -5 F 
FAX (03) 己 762-2] 2已 

お松 干43己-0日1日浜松巿東区和田町200 
ヤマ八術娜田工場巧 
FAX (0 已 3)462-9244 

名ち屋 干4己 4-00 日8名ち屋市中 JII 区玉リ|町 2 T 目 1-2 
ヤマ八 ㈱ )名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 〒已 64-0 日已2吹田巧広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (日目)目33日-己己3已 

九州 干81 2-8 己08福岡巿博を区博氣駅前 2 T 目11 -4 

FAX (日 92)472-2] 37 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


参保証期間 

お買い上げ曰か日1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保記 
書をご覧ください。 

♦ な証期間が過ざているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場をにはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品げ 修理に使用した部記巧金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場をちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用でず。 

別途、駐車料金をいただ < 場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

補修巧性能部品の最低な有期間は、製造打ち切り後8年でず。補修巧 
性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

• 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品蚕、製造番号などもあわせてお巧5せください。 
%品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してありまず。 

参 スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場をびあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化ずる摩耗部品(下記参照)び使 
用されていまず。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛用いただ < ためには、定期的に摩韩部品を 
交換されることをおすずめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ \電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコントロール、スイッチ - U レー類、接続端モ、ランスベルト、 

ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光へッにモーター類など 


《このぺージは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 

7呆年ごほ用の製品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

1 J • 電源コード-フラグび異常に熱い。 

\ゾ ♦ ]ヴくさい臭いびずる。 

、グ ♦ 電源コ-ドに深いキズか変形びある。 

愛情点検 • 製品に触れるとピ U ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

♦ その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源フラグをコンセントか6抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼 <ださい。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


トマ八株式会社 

干430 -8 目日0浜松巿中区中ミ尺町1 0- 1 
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